
 

令和６年度食品表示法・健康増進法第 65 条に係る対応状況 

１ 相談実績(令和６年４月～令和７年３月) 
 項目 件数 主な相談事例 

食品 

表示法 

衛生事項 ６７ 

・スーパーで製造販売している弁当のアレルギー表示について 

（スーパー内で製造している 3種類の弁当について、中身のフ

ライに使用している魚の種類が異なっているが、同じ食品表示

を使用しており、その中にはアレルゲン表示の 28品目に該当

する鮭・鯖が含まれている物があったため、種類ごとに表示を

作るように説明を行った。） 

・アイスクリームの表示について 

（アイスクリームの表示について、文字の大きさが小さいため、

14 ポイント以上の表示にすること。また、会社の規模によって

は栄養成分表示の必要があるため、確認を行うことなどを説

明。） 

保健事項 ７ 

・コーヒーの表示について 

（希釈用のコーヒーの栄養成分表示について、栄養の供給源と

しての寄与が小さいため、栄養成分表示を省略することができ

る旨を説明した。） 

・輸入食品の栄養成分表示について 

（輸入食品の栄養成分表示について相談があった際、100g 当

たりで表示されているのにも関わらず、タンパク質、脂質、炭水

化物および食塩相当量の合計が 100g 超えていたため、修正

するよう指導した。） 

健康 

増進法 
虚偽誇大広告[第 65 条] ２ 

・弁当の表示について 

（宅配弁当の広告について、血糖値が気になる方へ等の文言

が記載されていたため、特別用途食品でない場合には表示が

できない旨の説明を行った。） 
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